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編集後記
　「文化継承学」は、2004年度から、文学研究科博士後期課程の院生を対象に始められた
科目です。既存の専攻・専修の壁を越えて、教員と院生が研究者という対等な立場で研究
報告し、また互いに議論を行う、そうしたなかから内向きになりがちな研究姿勢を改め、
他の分野の状況や方法論を知り視野を広げ、みずからの研究に反映させるとともに、わが
文学研究科の独自な研究領域を打ち立てたい、そのような目的と期待をもってこの科目は
設置されました。このような授業形態は他の大学院にはまだないのではないでしょうか。
　授業は1とHに分かれ、さらに来年度からはIIIが加わります。1は日本・アジアの歴史・
文学・文化の領域、llは欧米と日本近現代の歴史・文学・文化の領域、そして皿は文化財
や博物館の領域、と一応の棲み分けをし、院生諸君はその関心や研究テーマにあわせ選択
する形をとっています。この3年間を通じて、文化継承学はどこまで学問として体系づけ
られたのか、あるいはまたどのような新たな成果が打ち出せたのか。そのための答はまだ
出せてはいませんが、この授業を通じて異なる分野の報告に接し、新鮮な刺激や多くの知
見が与えられたことは確かです。様々な分野、多様なテーマを抱えた多くの院生諸君が日々
研鑓をつづけていることを知った以上、それをさらに少しでも高みに押し上げたい、より
具体的な形に結実させていきたい、この授業に関わった教員の誰も感じた印象です。当『文
化継承学論集』はそのような思いに支えられ、新たな学問を世に出す場として、今年も無
事第3号を出すことができました。
　論文提出の予定者は当初は多くいましたが、最終的には13名（院生10名、教員3名）
となりました。院生側の論文はそれぞれ2名の教員が査読し（他専攻の教員も査読する）、
その過程で最終的に完成稿に至らず、次号にまわされたものも何本かあります。それだけ
質の高い論集として発信していきたいという思いが、そこには込められています。教員で
は提出を予定していて、忙しさのため辞退したものもおりますが、ただ幸いなことに1年
間外国人特別招聰教授として招かれていた印権換先生（韓国・高麗大学名誉教授）が、玉
稿を出して下さいました。今後も院生のみならず教員もいっしょになって当論集を盛り上
げていきますので、ご協力をお願いいたします。
　なお、今年度は論文掲載の最後に1と皿における年間報告要旨をまとめて出せていただ
きました。それによって、院生や教員がどのようなことを考えているか、文化継承学では
どのような内容をめぐって論議考察がされているか、学内外の方に広く知っていただけれ
ば幸甚です。国際化に対応して、英文タイトルもつけてあります。これからもマンネリに
陥ることなく、緊張感をもって進んで行きたいと決意を新たにしております。多くの方々
のご協力とご支援をお願い申し上げます。　　　　（史学専攻アジア史専修　氣賀澤保規）
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